
で
あ
る
。
此
北
岡
神
胤
境
内
の
箱
式
棺
登
兇
の
二
膣
入
骨
に
就
て

　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

清
野
博
士
の
精
細
な
る
正
式
報
告
が
最
後
に
載
せ
ら
れ
て
み
る
。

博
士
は
石
器
時
代
人
骨
、
現
代
ア
イ
ノ
及
び
現
代
日
本
入
骨
身
ミ

比
較
研
究
し
て
本
古
墳
毒
見
人
骨
が
吾
が
石
難
時
代
入
骨
に
近
似

す
る
も
の
が
あ
る
ミ
さ
れ
て
み
る
の
は
吾
が
古
代
の
入
種
問
題
解

決
に
寄
與
す
る
塵
が
少
く
な
い
ε
さ
れ
る
。
（
再
版
本
文
百
＋
二

頁
、
圓
版
五
十
葉
、
熊
本
縣
登
行
）

働
大
和
の
特
建
・
三
三
・
三
口

上
里
一
奉
編

　
大
和
に
あ
る
特
別
保
護
建
造
物
並
に
國
窪
等
は
日
本
全
藪
の
約

一
割
牟
を
占
め
て
み
る
。
本
編
は
そ
れ
ら
の
所
在
品
目
を
族
行
研

究
者
の
爲
に
ポ
ケ
ッ
ト
形
に
お
さ
め
た
も
の
で
約
八
十
頁
を
以
て

し
主
ε
し
て
同
縣
鷹
に
あ
る
國
寳
塁
帳
、
奈
良
縣
金
石
年
表
等
に

よ
つ
て
市
郡
別
に
分
類
記
載
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
巻
末
に
附

す
る
に
逆
算
年
表
を
以
て
し
て
み
る
の
は
族
行
研
究
者
に
ミ
つ
て

調
法
で
あ
ら
う
。
（
奈
良
、
飛
鳥
倒
醗
行
、
便
七
拾
銭
）
〔
以
上
島

田
〕

第
十
巻
　
　
藁
　
　
報

彙

報

　
　
醗
皇
太
子
殿
下
の
行
啓
オ
台
覧
品

　
寂
る
五
月
十
七
属
皇
太
子
殿
下
我
京
都
嫡
々
大
學
に
行
啓
あ
ら

せ
ら
れ
、
諸
種
の
墨
術
謬
考
品
を
台
覧
あ
む
せ
ら
る
。
其
際
の
台

寛
品
に
し
て
文
學
部
に
属
す
る
も
の
及
び
其
の
説
明
左
の
如
し
。

　
南
北
合
膣
三
三
を
記
せ
る
足
利
義
満
の
三
三
（
公
雷
近
衛
文
麿

寄
託
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
教
授
　
文
墨
博
士
　
三
浦
周
行
論
明

　
南
北
朝
の
臨
急
は
歴
史
上
の
重
要
問
題
な
る
も
、
從
來
未
だ
其

の
條
件
を
詳
か
に
せ
ざ
り
し
が
、
ホ
書
一
た
び
出
で
て
始
め
て
其

の
眞
枳
を
明
か
に
す
る
こ
ミ
々
得
た
り
。
本
書
は
南
北
合
…
髄
に
斡

旋
せ
る
義
満
が
、
同
じ
く
南
朝
の
阿
野
賢
儒
に
贈
れ
る
も
の
に
し

て
後
魏
山
天
皇
よ
り
後
小
松
天
皇
に
三
種
の
鷲
谷
を
傅
へ
ら
る
、

に
際
し
、
一
位
の
儀
式
を
以
て
す
べ
し
ε
の
南
朝
の
提
議
に
同
意

を
表
せ
る
こ
ざ
を
始
め
、
他
の
記
録
の
載
せ
さ
る
新
事
實
を
傳
ふ
．

る
貴
璽
の
史
料
な
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
餓
響
胴
號
　
　
　
一
一
二
一
　
（
四
六
九
）



　
　
　
第
十
巻
　
　
藁
　
　
報

　
日
本
近
世
天
主
教
の
質
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
教
授
　
文
學
博
士
　
新
村
出
設
明

　
我
國
近
世
の
天
主
教
は
徳
川
全
癒
の
嚴
禁
に
よ
り
て
全
く
其
の

跡
を
縄
ち
た
る
の
観
あ
り
し
も
其
の
根
祇
甚
固
く
、
地
方
に
よ
り

密
か
に
之
を
信
ず
る
者
相
嗣
ぎ
傳
統
は
延
い
て
三
百
有
像
年
後
の

明
治
大
正
時
代
に
及
べ
り
。
邸
ち
其
の
信
徒
の
遺
物
墓
碑
の
類
往

々
諸
地
方
に
嚢
見
せ
ら
れ
、
時
に
一
脈
の
蕉
信
仰
蓮
綿
断
え
ざ
り

し
こ
ミ
を
示
す
も
の
あ
り
。
京
阪
地
方
に
あ
り
て
は
大
阪
府
三
島

郡
山
聞
の
邑
里
（
囁
津
國
高
槻
茨
木
の
北
方
）
に
佳
す
る
東
藤
次
郎

中
谷
仙
之
助
中
谷
源
之
助
大
神
金
十
郎
の
四
家
に
傳
ふ
る
所
の
慧

物
の
如
き
其
の
適
例
に
し
て
西
敏
徳
書
史
並
に
近
世
文
化
史
の
研

究
資
料
ε
し
て
學
術
土
の
償
値
頗
る
大
な
り
。
該
港
物
は
大
正
九

年
以
後
二
回
に
亙
り
て
橋
川
正
及
藤
波
大
超
之
を
三
見
し
て
本
立

の
研
究
に
委
し
、
翫
に
其
の
結
果
の
一
部
分
は
本
學
文
學
部
考
古

學
研
究
報
告
（
第
七
）
に
於
て
も
裏
表
を
見
た
り
。
今
遣
物
中
々
も

優
秀
な
る
も
の
駆
馳
を
揮
び
て
台
寛
に
供
し
奉
る
。

一
、
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
ク
ス
、
シ
ヤ
ゴ
リ
ウ
ス
書
㎝
像

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紙
本
泥
鼓
　
東
藤
次
郎
所
藏

　
　
　
　
　
　
　
　
鄭
三
號
　
　
ご
ニ
ニ
　
（
四
七
〇
）

　
耶
蘇
會
創
立
麿
の
　
人
に
し
て
日
本
最
初
の
傳
道
者
た
る
聖
フ

　
ラ
ン
シ
ス
ク
ス
、
シ
ヤ
ユ
リ
ウ
ス
の
叢
像
な
り
。
邦
人
の
手
に

　
成
り
し
な
る
べ
し
。

二
、
聖
母
十
五
立
義
圖

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紙
本
泥
書
　
東
藤
次
郎
所
藏

　
周
園
に
は
聖
母
鵡
利
亜
の
輔
翼
記
を
盤
き
、
中
部
に
は
上
段
に

　
基
督
を
抱
け
る
聖
母
、
下
段
に
耶
蘇
會
開
基
の
爾
主
謄
聖
イ
グ

　
ナ
チ
ウ
ゐ
、
・
ヨ
ラ
（
左
）
及
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
ク
ス
、
シ
ヤ
エ
リ

　
ゥ
ス
（
右
）
を
黒
き
，
全
話
囲
佛
敏
の
曼
陀
羅
に
髪
髭
た
り
亦
邦

　
人
の
手
に
成
り
し
な
る
べ
し
。

三
、
聖
母
牛
身
像
（
厨
子
入
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
銅
版
油
叢
　
中
谷
源
之
助
厨
藏

　
聖
母
漁
利
亜
の
童
形
基
督
を
抱
け
る
圏
に
し
て
、
蓋
し
舶
載
品

　
な
る
べ
し
。

四
、
ロ
レ
ー
ト
精
金
の
禦
影
像
（
厨
子
入
）

　
　
　
　
　
　
　
金
属
版
俘
彫
油
謎
彩
色
　
中
谷
仙
之
助
所
藏

　
伊
太
利
東
海
岸
に
近
く
巡
心
地
ミ
し
て
有
名
な
る
ロ
レ
ー
｝
精

　
舎
に
於
け
る
聖
母
を
現
は
せ
り
。
亦
舶
載
品
に
属
す
る
な
る
べ



　
し
〇

五
、
基
督
礫
刑
彫
像
（
厨
子
入
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
象
牙
彫
　
大
腰
金
十
郎
所
藏

　
本
邦
に
残
存
せ
る
類
品
中
製
作
精
巧
な
る
も
の
ε
す
つ
蓋
し
舶

　
載
な
る
べ
し
。

六
、
士
日
量
支
丹
庸
恋
門
一
羅
柚
鰍

　
　
　
　
李
錦
繍
交
り
邦
文
爲
本
洋
装
一
冊
　
東
藤
次
郎
所
藏

　
天
主
激
の
教
儀
所
薦
等
の
要
旨
を
抄
録
せ
る
も
の
に
し
て
、
製

　
本
の
洋
襲
な
る
を
珍
し
ミ
な
す
。

七
，
，
こ
ち
り
い
な
、
き
り
し
た
ん
（
聖
教
要
理
）

　
　
　
　
　
　
　
卒
假
名
交
の
邦
文
爲
本
　
中
谷
仙
之
助
斯
藏

　
天
空
敏
の
初
學
要
理
を
和
翻
し
て
示
し
た
る
も
の
に
し
て
同
種

　
の
刊
本
の
羅
馬
の
文
庫
に
存
す
る
も
の
二
種
中
の
一
に
該
當
す

　
カ
テ
キ
ズ
ム

　
問
答
書
意
に
綴
ら
れ
た
り
。

八
、
ぎ
や
・
さ
・
ぺ
か
，
ご
る
（
勧
善
妙
）
課
書
下
巻

　
　
　
　
　
李
総
名
交
り
邦
文
謄
本
残
置
　
中
谷
仙
之
助
所
藏

、
西
班
牙
ル
イ
ス
・
デ
・
グ
ラ
ナ
ダ
師
の
名
著
を
翻
澤
せ
る
も
の
に

　
し
て
當
時
本
邦
の
信
徒
間
に
酷
く
讃
諦
せ
ら
れ
し
脚
下
の
輔
な

　
　
第
十
巻
　
　
藁
　
　
報

　
り
。
慶
長
の
刊
本
は
英
佛
の
文
庫
に
保
存
せ
ら
れ
稀
糊
書
に
属

　
す
。
此
窮
本
は
刊
本
よ
り
複
寅
…
し
た
る
も
の
な
り
。

　
印
度
ガ
ン
ダ
ー
ラ
の
彿
像

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
教
授
　
文
學
博
士
　
濃
田
耕
作
読
明

一
、
佛
像
頭
部
　
　
　
　
　
　
　
　
（
谷
川
茂
次
郎
寄
購
Y

一
、
浮
彫
獲
鋏
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
由
中
定
次
郎
寄
贈
）

　
印
度
の
西
北
境
ガ
ン
ダ
ー
ラ
（
耀
碧
羅
。
§
象
舞
）
地
方
は
ア
レ

キ
サ
ン
ダ
ー
大
王
東
征
以
後
希
臓
文
化
の
影
響
を
蒙
り
、
希
臓
彫

刻
の
手
法
亦
移
植
せ
ら
る
蕊
も
の
あ
り
、
燧
に
西
紀
二
世
紀
頃
に

は
此
の
鰍
西
古
典
の
技
術
を
微
て
佛
教
画
題
穏
を
表
現
す
る
に
至

れ
り
。
大
凡
佛
の
形
像
あ
る
之
を
以
て
嚇
矢
ミ
な
す
ミ
謂
ふ
。
其

の
顔
貌
豊
崎
等
頗
る
希
臓
人
の
風
姿
を
具
へ
、
其
の
衣
紋
服
飾
亦

大
に
後
世
の
佛
像
ε
殊
な
る
も
の
あ
る
は
、
此
の
二
例
に
於
て
も

看
取
す
る
に
難
か
ら
す
。
爾
後
印
度
の
佛
敏
美
循
は
漸
く
其
の
國

民
的
特
徴
を
幕
無
し
拠
る
も
の
あ
り
S
難
，
造
像
の
端
は
即
ち
此

の
ガ
ン
ダ
ー
ラ
彫
刻
に
署
す
る
も
の
に
し
て
、
中
央
亜
細
亜
支
那

日
本
等
に
於
け
る
佛
像
彫
刻
も
直
接
忌
寸
に
此
の
希
膿
印
度
式
美

術
に
線
由
せ
ざ
る
も
の
な
し
ミ
稽
せ
ら
る
。
遷
し
古
代
東
西
文
化

　
　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
一
三
三
　
（
四
七
桶
）



　
　
　
第
十
巻
　
　
藁
　
　
報

の
交
渉
を
謹
示
す
る
好
事
例
た
る
の
み
な
ら
す
、
束
葦
美
衛
の
歴

史
を
研
究
す
る
も
の
Σ
貴
重
な
る
資
料
ミ
な
す
。

働
京
都
帝
國
大
學
文
學
旧
史
三
訂
本
學
年

講
義
題
艮

國
史
概
読
（
第
一
部
）

港
湾
の
嚢
蓬

明
治
時
代
の
思
想
（
演
習
）

國
声
々
料
解
題
及
講
讃

國
史
概
詮
（
第
二
部
）

藤
高
時
代
の
文
化

弓
道
學
説
の
研
究
（
演
習
）

風
土
研
究
法

朝
鮮
史
概
読

朝
鮮
古
代
史

朝
鮮
歴
史
地
理

日
本
古
代
史
の
問
題
（
第
一
學
期
）

　
　
　
　
憾
週
～

攣
、
翻
で
・

攣
忌
避
ず

　　

@　　｝

　
　
　
　
　
　
四
　
喜
田
講
師

　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
　
一
三
四

明
治
維
新
史
（
第
二
墨
描
、
四
十
時
間
）

古
丈
零
墨
総
詮

束
洋
史
概
説
（
古
代
）

歴
史
上
よ
り
見
た
る
南
北
支
那

東
洋
史
概
論
（
近
代
）

清
朝
史
學

徴
燵
古
書
の
研
究
（
演
習
）

最
近
支
那
外
交
史

支
那
關
係
外
交
條
約
研
究
（
演
習
）

中
西
紀
事
（
講
護
）

東
洋
史
概
説
（
中
世
）

中
央
亜
細
亜
出
土
文
献
解
読

西
洋
史
概
説
（
中
古
及
近
世
）

狸
逸
史
顧
撃
史
（
ラ
ン
・
ク
及
ラ
ン
・
ク
派
）

尉
還
β
嵩
。
落
男
。
暮
雛
同
ヨ
営
目
ゆ
●

c
o
o
｝
暑
。
ヨ
①
♪
局
§
ω
け
窪
ヨ
戸
葺
幽
H
肉
p
凶
。
・
巽
ε
旨
．

多
巳
β
筥
窪
魯
喜
8
げ
。
か
q
霧
冨
。
琶
窪

　
　
　
　
　
　
　
　
o
§
M
回
M
。
耀
く
講
談
） （

四
七
二
）

　　

@　

m
原
整

　　
@　｝

｝
一
授

　　

@
　
｝
雷
教
授

　
　
藤
非
講
師

二
中
村
（
直
）
講
師

二，ニニニ
　
内
藤
敏
授

一二日一一ここ二



噂

ビ
ス
マ
ル
ク
時
代
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
　
時
野
谷
助
教
授

西
洋
史
概
説
（
最
近
世
）
（
第
二
蕃
書
、
四
十
時
聞
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
村
（
善
）
講
師

中
古
末
期
の
文
化
（
第
二
學
期
、
四
＋
時
間
）
　
大
類
講
師

羅
馬
考
古
學

日
本
考
古
學

寓
。
閤
β
U
ρ
≦
”
o
h
H
出
。
。
陣
貧
ざ
（
講
讃
）

入
文
地
理
概
論

天
然
資
源
の
分
布
㌃

演
習
及
實
習

自
然
地
理
概
論

鰍
米
地
誌
（
實
習
指
導
之
二
附
随
ス
）

地
理
學
史

地
質
學
概
論
（
上
牟
期
理
纂
部
講
義
）

地
史
畢
概
論
（
下
牟
期
、
理
墨
部
講
義
）

地
理
學
書
講
護

人
類
墨

　
　
第
十
巻
　
　
藁
　
　
報

’im－ptV－k－V　V　V小
川
教
授

石
橋
教
授

濱
田

教
授

三
　
中
村
（
新
）
教
授

　
二
　
小
野
講
師

　
二
　
足
立
教
授

職

　
日
本
建
築
史
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
　
天
沼
敏
授

　
外
交
史
（
第
二
三
墨
期
、
法
墨
部
講
義
）
　
　
三
　
末
廣
教
授

　
　
醗
大
正
十
四
年
度
卒
業
論
交
題
目

　
京
都
帝
國
大
學
文
學
部
に
於
け
る
本
年
度
の
卒
業
論
文
中
史
學

地
理
學
に
關
す
る
も
の
左
の
如
し
。

　
　
　
　
史
學
科
　
　
　
　
（
△
印
選
科
生
）

○
國
史
專
攻

　
維
新
改
革
の
思
想
的
背
景
　
　
　
　
　
　
徳
重
淺
吉

　
幕
末
に
於
け
る
擾
夷
論
に
就
て
　
　
　
　
　
三
浦
　
三
郎

　
封
建
制
度
の
崩
壌
に
就
て
　
　
　
　
　
　
△
山
本
道
男

　
大
御
所
時
代
は
如
何
な
る
時
代
か
　
　
　
　
△
小
橋
　
淺
雄

○
東
洋
史
專
攻

　
三
元
時
代
讐
學
史
観
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
屡
温
　
　
仁

南
宋
宋
の
宰
相
買
似
道
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
崎
　
市
定

○
西
洋
史
平
攻

　
ア
ミ
ア
ン
條
約
の
前
後
に
於
け
る
論
説
書
聖
，
大
村
作
次
郎

　
ペ
ル
シ
ヤ
時
代
（
葡
五
世
紀
）
エ
ヂ
プ
ト
主
ミ
し
て
エ
ー
ブ
及
び

　
　
　
　
　
　
＼
漕
第
三
號
　
　
　
三
玉
　
（
四
七
三
）



　
　
、
第
＋
巷
　
灘
　
報

　
ス
！
ア
ン
に
於
け
る
ユ
ダ
ヤ
入
の
研
究
、

　
　
　
　
文
，
學
科

○
國
文
學
專
攻

　
清
少
納
言
評
傳

　
近
松
傘
二
の
戯
曲
に
就
て

　
鬼
貫
の
研
究

　
鬼
手
の
俳
論
ミ
俳
風

　
　
　
　
哲
墨
　
科

○
哲
學
專
攻

　
シ
ェ
リ
ン
グ
に
於
け
る
歴
史
の
問
題

○
宗
敏
墨
專
攻

　
へ
ー
グ
ル
の
歴
史
哲
學
に
就
て
，

　
　
囎
史
學
研
究
會

悪
罵

て
開
催
左
の
講
演
あ
り

　
鰍
洲
に
於
け
る
東
洋
墨
資
料

中
年
興
茂
九
郎

清
水
　
泰

菅
原
　
幸
一

鈴
木
　
重
雅

小
林
　
正
治

松
岡
　
義
和

齊
藤
善
太
郎

一二

試
^
二
日
午
後
戦
時
牟
よ
・
り
文
一
畢
部
第
山
ハ
敏
室
一
に
於

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
學
博
士
　
内
藤
虎
次
郎
君

此
の
講
演
は
本
誌
に
掲
ぐ
る
所
な
り
、
當
星
学
ε
し
て
ビ
ブ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
　
嚇
三
六
　
、
（
閃
門
一
閃
門
）

オ
テ
ク
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
所
藏
扁
．
藝
9
氏
獲
見
の
轍
漣
嚢
堀
丈
書
の

寛
…
眞
、
大
英
博
物
館
所
藏
の
東
野
顧
燈
之
筆
女
史
箴
圖
彩
色
複
製

概
巷
、
歴
代
石
磁
圖
譜
，
満
洲
文
西
転
記
、
駐
佛
公
使
陳
簸
氏
所

愉
絶
太
后
光
緒
帝
朱
批
窮
眞
等
の
多
撒
の
資
料
を
陳
列
せ
り
。

例
會
　
五
月
二
士
皿
百
午
後
｝
興
野
よ
り
文
難
平
第
＋
敏
室
に

て
開
催
左
の
講
演
あ
り

　
「
日
本
古
代
交
化
」
の
改
訂
に
就
い
て
文
學
士
和
辻
哲
郎
震

　
同
君
の
著
書
「
渇
本
古
代
良
化
」
の
改
訂
に
っ
き
魏
志
、
記
紀

及
び
考
古
學
の
三
方
面
よ
り
蓮
べ
ら
れ
、
古
代
に
は
近
畿
を
中
心

ミ
す
る
文
化
ε
筑
紫
地
方
を
中
心
ざ
す
る
文
化
ε
粗
野
立
し
た
り

し
が
此
の
封
立
は
紀
元
三
世
紀
前
孚
師
ち
卑
彌
呼
時
代
以
後
に
後

者
の
勢
力
の
東
漸
に
よ
り
潰
滅
せ
し
も
の
ミ
認
め
ら
る
云
々
ミ
説

か
れ
た
り
。

　
潰
水
考
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
學
博
士
　
今
西
　
　
龍
君

漁
水
の
意
義
よ
り
之
を
馬
垂
水
聡
難
水
室
水
帯
水
等
の
何
れ
に

擬
す
べ
き
か
に
就
き
詳
細
に
乱
雲
し
此
等
の
諸
水
が
疑
水
た
り
得

べ
か
ら
ざ
る
所
以
を
論
じ
、
清
川
江
こ
そ
所
謂
演
水
に
擬
し
て
然

る
べ
き
も
の
な
る
こ
ε
を
幾
多
の
謹
懸
に
立
脚
し
て
決
論
せ
ら
れ



た
り
。

⑳
讃
吏
會

例
會
　
　
・
去
一
二
月
十
六
日
午
後
六
時
傘
大
蒲
・
々
採
集
會
二
腸
に
於
て

，
開
催
，
三
浦
西
廻
爾
敏
授
以
下
會
員
十
二
名
出
席
左
記
講
演
あ
り

て
＋
時
論
會
す
。

　
幕
末
に
於
け
る
撰
夷
論
　
　
　
　
文
學
士
　
三
浦
　
三
郎
君

、、

謔
ﾃ
幕
宋
擁
夷
論
の
唱
へ
ら
る
・
に
至
れ
る
経
路
を
難
ね
。
次

に
そ
の
起
閃
ミ
し
て
吉
宗
時
代
の
宗
教
關
係
以
外
の
洋
害
搬
讃
解

禁
ε
そ
れ
に
伸
ふ
知
識
階
級
の
肚
三
相
に
封
ず
る
理
解
及
下
墨
者

が
圃
膿
の
奪
嚴
を
主
張
し
内
密
外
卑
が
民
意
な
り
ε
熱
烈
に
論
じ

た
る
こ
ε
が
擁
夷
論
を
激
成
せ
り
ε
な
し
次
に
撰
夷
論
は
當
初
防

守
的
①
も
の
な
り
も
が
次
で
主
思
的
色
彩
を
欝
べ
る
も
の
ミ
な
り

そ
の
鋤
手
も
初
は
露
國
の
み
に
止
り
し
も
の
が
文
化
五
年
の
長
崎

に
於
け
る
ペ
ー
ト
ン
號
事
件
よ
り
し
て
碧
羅
完
全
腿
に
召
し
て
敵

意
を
懐
く
に
い
た
れ
る
事
情
を
述
べ
韓
じ
て
幕
末
漉
夷
論
の
本
，
源

た
る
水
戸
藩
の
そ
れ
に
就
て
蓮
べ
そ
の
輩
胴
ミ
同
さ
れ
た
る
藤
田

幽
谷
、
會
澤
二
士
等
の
擬
夷
的
思
想
を
翠
け
て
結
論
ミ
す
。
　
　
・

　
　
　
第
ナ
巻
　
禦
．
報
、

　
三
浦
君
の
講
演
終
て
三
浦
、
西
田
爾
教
授
よ
り
本
年
度
國
史
料

卒
業
會
員
提
出
論
文
に
就
て
の
講
評
あ
り
て
三
次
の
講
演
あ
り
其

内
容
は
本
誌
に
揚
裁
す
る
ミ
こ
ろ
な
り
、

、
新
閏
の
法
然
聖
人
緯
に
就
て
　
　
　
　
　
井
川
定
慶
君

例
曾
　
　
四
n
月
二
十
七
日
午
後
六
時
小
†
よ
り
鳳
乎
生
憎
宿
場
｝
に
於
τ

開
催
、
参
會
者
、
三
浦
敏
授
、
中
村
講
師
、
其
他
三
十
二
名
左
記
脚

講
演
あ
り
て
十
時
散
會
。

　
近
江
高
島
郡
史
料
探
訪
談
　
　
　
文
學
士
　
徳
重
　
淺
吉
需

，
職
國
末
、
柳
ク
瀬
峠
開
通
以
前
の
北
陸
街
商
は
湖
西
に
沿
ひ
弛

る
駕
、
高
島
郡
に
翻
す
る
古
來
の
史
實
少
か
ら
す
。
叉
近
世
に
於

て
は
中
江
藤
樹
、
尊
見
綱
齋
、
製
表
正
通
等
を
毘
せ
り
。
此
度
そ

れ
等
の
慧
物
に
就
き
調
査
し
弛
る
に
中
江
藤
樹
が
世
故
に
長
け
し
・

一
面
を
荒
せ
し
こ
ざ
、
馬
場
正
通
が
北
海
道
に
於
て
某
婦
警
ε
結

婚
せ
し
事
實
を
望
見
せ
り
。
吹
に
薔
千
石
領
に
關
す
る
打
下
、
鵜

川
、
北
小
松
三
村
の
係
撃
記
録
は
享
保
獄
來
明
治
に
亙
り
て
保
存

せ
ら
れ
興
味
あ
る
民
政
資
料
を
な
し
、
叉
大
溝
藩
士
め
仲
間
小
者

に
封
ず
る
雇
傭
關
係
は
藩
政
資
料
・
、
）
し
て
一
特
色
を
な
す
。

　
維
新
史
料
展
覧
會
を
見
て
　
　
文
墨
博
士
．
三
浦
周
行
君

　
　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
一
ご
二
七
、
（
四
七
五
）

㌔



　
　
　
第
十
巻
　
　
、
粟
　
　
報

　
先
づ
四
月
の
初
東
京
に
て
開
催
さ
れ
た
る
同
展
囎
會
の
趣
旨
本

り
論
起
し
て
陳
列
品
の
順
序
を
逐
ひ
つ
・
翼
の
重
要
な
る
も
の
を

紹
介
せ
ら
れ
。
其
の
陳
列
の
組
織
的
に
し
て
敵
味
方
の
史
料
を
二

つ
な
が
ら
陳
列
滲
看
に
便
せ
ら
れ
し
は
旗
る
意
義
あ
る
事
に
て
、

今
日
の
昭
代
に
し
て
始
め
望
み
得
べ
し
。
只
創
設
以
來
、
十
五
年
間

に
成
り
し
稿
本
二
六
七
九
冊
は
大
柳
箪
な
る
史
料
の
羅
列
に
止
り

て
其
の
贋
値
批
判
を
避
け
ら
れ
た
る
も
寄
辺
者
の
現
存
す
る
最
近

世
の
官
撰
史
料
ε
し
て
は
蓋
し
巳
む
を
得
ざ
る
べ
く
公
地
旦
つ
自

虜
な
る
後
世
塗
家
の
批
判
に
材
料
を
堤
供
す
る
も
の
ε
し
て
は
寧

ろ
適
常
な
り
¶
こ
す
べ
し
ε
結
ば
れ
た
り
。

例
會
　
五
月
二
十
九
日
午
後
六
時
牛
よ
り
畢
生
集
長
場
に
於
て

開
催
、
三
浦
、
今
西
爾
檸
士
外
＋
七
各
参
會
、
左
記
の
講
演
あ
り

午
後
十
時
散
財
す
。

　
ハ
ァ
メ
ル
の
朝
鮮
漂
流
記
に
就
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
學
搏
士
今
西
　
龍
君
∵

　
滞
英
中
、
い
か
に
し
て
軍
糧
入
は
朝
鮮
を
知
り
は
じ
め
し
か
一
こ

い
ふ
こ
ミ
に
就
て
の
丈
献
調
査
を
試
み
ら
れ
し
こ
ミ
よ
り
、
歓
洲

に
於
け
る
撒
少
き
朝
鮮
關
係
史
料
中
よ
り
．
此
度
將
朝
し
た
る

　
　
　
　
　
　
　
　
、
第
一
二
號
　
　
　
≒
一
二
八
　
（
四
七
六
）

一
ぎ
・
巨
の
漂
流
記
を
紹
介
せ
ら
れ
、
聖
人
ハ
ァ
メ
ル
は
一
六
孟
三

年
オ
ラ
ン
ダ
を
繊
護
、
嚇
且
バ
タ
ヴ
イ
ヤ
に
趣
き
夏
に
羅
蒋
に
寄

港
、
同
年
七
月
わ
が
長
崎
に
向
ふ
途
中
大
暴
風
雨
に
遭
遇
し
，
乗

藩
大
破
に
及
び
一
行
六
十
鍛
人
中
三
十
六
名
だ
け
漸
く
朝
鮮
癬
州

島
に
漂
著
し
た
り
。
彼
等
は
幾
時
朝
鮮
に
於
け
る
國
風
に
よ
っ
て

脇
柵
羅
を
許
さ
れ
す
。
抑
期
先
十
撒
年
下
ハ
起
辛
惨
を
嘗
め
鑑
に
一
六
六

六
年
顯
宗
王
の
七
年
九
月
彼
等
の
中
＋
二
名
の
も
の
は
弄
れ
て
わ

が
卒
戸
に
來
り
長
崎
を
経
て
餓
魅
し
た
り
。
ハ
ァ
メ
ル
は
こ
の
脱

走
者
中
の
一
入
に
て
、
後
そ
の
漂
流
記
を
著
し
た
る
が
こ
の
書
は

盗
國
語
に
鎌
課
せ
ら
れ
廣
く
欺
洲
人
に
愛
讃
せ
ら
れ
其
の
朝
鮮
に

關
す
る
智
識
は
多
く
こ
れ
に
採
れ
り
云
々
ミ
論
か
る
。

　
朝
鮮
に
於
け
る
外
國
入
　
　
　
丈
墨
・
博
士
　
三
浦
　
屑
行
君

　
朝
鮮
は
支
蔀
の
藩
周
國
た
り
し
が
駕
に
、
國
内
に
於
け
る
封
外

關
係
が
そ
の
宗
主
國
た
る
支
那
に
徳
へ
ら
れ
ん
こ
、
こ
を
恐
れ
、
た

え
す
こ
れ
を
懸
蔽
す
る
に
努
め
た
る
事
幣
を
蓮
べ
ら
れ
、
其
叫
例

S
し
て
日
本
よ
り
朝
鮮
を
経
由
し
て
蹄
期
せ
ん
ε
し
た
る
明
入
が

異
常
の
漱
待
に
よ
っ
て
餓
國
を
は
ば
ま
れ
た
る
史
蜜
を
あ
け
慨
叉

朝
鮮
S
瓜
唾
や
琉
球
ミ
の
交
通
を
設
き
、
更
に
我
國
唱
こ
の
闘
係
特



に
慮
永
年
聞
の
弓
馬
に
三
選
し
た
る
事
情
を
述
べ
、
更
に
韓
じ
て

是
等
の
懸
れ
た
る
史
實
を
傅
ふ
る
李
三
一
録
の
事
を
設
き
最
後
に

今
後
の
國
史
研
究
に
於
て
は
外
土
に
あ
る
史
料
を
博
捜
し
似
て
精

透
中
正
の
見
解
を
立
つ
べ
し
ミ
論
結
せ
ら
る
。

㊨
支
．
那
　
學
一

例
會
　
五
月
十
四
黒
木
耀
午
後
六
時
よ
り
第
十
教
室
に
於
て
、
新

入
禽
員
耳
珠
の
意
味
を
余
ね
、
講
演
會
を
開
催
、
當
日
演
題
左
の

如
し

　
王
学
成
の
天
費
癒
事
に
就
て
　
　
丈
學
士
．
倉
石
武
四
郎
翁

　
已
に
散
侠
せ
み
天
養
能
事
を
、
九
宮
大
成
、
綴
白
装
等
よ
り
原

作
の
復
蕉
を
試
み
、
こ
の
曲
の
支
那
戯
曲
史
上
に
寂
る
位
置
を
論
、

す
Q

・
新
に
支
那
に
於
て
嚢
見
せ
ら
れ
た
る
朝
鮮
史
資
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
學
博
士
今
西
　
龍
君
・

．
近
年
洛
腸
よ
り
出
土
せ
る
下
方
男
生
、
男
渡
の
墓
碑
銘
外
幅
鮎

に
つ
き
解
詮
さ
る
。
態
”
　
　
’
，
　
　
　
　
　
－
　
・
2

　
　
第
＋
巷
　
藥
　
報

⑧
西
洋
史
卜
書
會
、

例
會
’
大
正
十
二
年
二
月
以
來
中
絶
し
て
み
た
西
洋
史
讃
書
會

は
本
年
四
月
二
十
五
日
を
期
し
て
復
活
す
る
こ
ざ
に
な
妙
同
日
午

後
六
畔
よ
り
離
生
集
會
場
に
て
其
第
一
回
例
會
葱
開
ぐ
。
坂
ロ
、
教

授
。
時
野
谷
助
教
授
、
卒
業
生
在
墨
生
＋
旧
名
の
翫
席
あ
り
、
、
談

笑
裡
に
晩
餐
會
を
共
に
し
後
に
窟
の
紹
介
あ
り

　
員
鋭
寄
蓄
∬
月
｝
お
ω
g
σ
q
σ
q
H
。
｛
。
弓
娼
。
蓄
「
貯
．
試
。
浄
諺
髪
げ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
文
學
士
　
竹
林
　
熊
彦
君
・

　
主
旨
し
て
ア
》
曾
ラ
攻
府
成
立
の
由
來
に
就
て
述
べ
ら
ゐ
9
，
旨

例
會
　
五
月
二
十
一
日
、
墨
壷
集
簗
場
に
て
開
會
O
，
出
傭
者
、
坂

ロ
電
蓄
、
時
野
谷
助
敏
授
以
下
十
七
名
、
左
の
紹
介
あ
め
。
、

．
猫
太
敏
成
立
に
間
す
る
叫
史
實
に
就
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
學
士
　
関
原
輿
茂
九
郎
鱈
謬

㌧
祭
司
エ
ズ
テ
に
よ
吻
て
バ
ビ
ア
ふ
に
て
組
織
せ
ら
れ
怨
猫
太
敏

は
波
斯
王
模
を
脊
豪
S
し
て
前
国
四
五
↓
、
エ
ル
サ
レ
仏
に
て
成
立

せ
略
れ
た
。
猫
太
四
戒
立
三
民
鳶
關
す
る
資
料
は
窩
約
書
中
の
、
鴻

ズ
．
ラ
、
、
熟
へ
㍉
べ
潔
爾
書
な
乃
が
該
警
0
資
料
ざ
な
れ
る
ペ
ル
シ
領

　
　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
一
三
九
　
（
四
七
竜
）



　
　
　
第
＋
巻
　
璽
　
報
　
　
　
　
　
　
　
　
・

諸
王
の
勅
令
に
關
し
て
は
從
來
議
論
あ
り
し
も
の
な
る
が
一
八
九

八
、
ナ
イ
ル
上
流
の
エ
レ
ワ
ア
ン
テ
イ
ネ
に
て
獲
掘
せ
ら
れ
し
、

「
ア
ラ
マ
イ
ク
文
書
」
ゆ
の
前
四
一
九
猫
太
人
に
濡
せ
ら
れ
し
グ
リ

ρ

ウ
ス
ニ
糎
の
勅
令
に
よ
り
、
．
エ
ズ
ラ
、
ネ
ヘ
ミ
や
警
中
の
勅
令
の

実
實
が
確
認
せ
ら
る
・
に
い
た
り
し
こ
ミ
を
論
ず
。

　
コ
ペ
ン
ハ
ー
グ
ン
の
海
戦
に
就
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
學
士
　
大
村
作
治
郎
君

　
一
八
〇
一
、
ネ
ル
ソ
ン
提
督
魔
下
の
海
鼠
艦
除
が
丁
抹
首
府
コ

ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
を
攻
撃
し
て
丁
抹
艦
隊
を
撃
破
し
、
砲
盗
を
階
入

れ
、
そ
の
結
果
丁
抹
は
北
方
血
盟
よ
り
脱
退
し
甥
、
、
。
。
。
。
。
同
、
釦
》
毒
。
負

累
窪
｛
三
里
ぽ
お
9
は
崩
壊
し
、
や
が
て
ア
ミ
ア
ン
會
議
を
起
す
遽

因
を
作
る
こ
ε
を
述
べ
ら
る
。

⑧
考
古
學
談
話
會

　
四
月
二
十
八
日
午
後
六
時
か
ら
考
古
欝
欝
室
の
談
話
會
が
京
都

帝
國
大
儲
々
生
米
會
楊
に
て
開
會
せ
ら
れ
多
数
の
参
曾
者
あ
り
左

の
諸
氏
講
演
が
あ
っ
た
。

　
近
幾
附
近
の
石
器
時
代
理
解
に
就
て
　
　
　
島
田
　
貞
彦
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
】
四
〇
（
四
七
入
）

　
關
束
や
東
北
地
方
に
比
し
近
畿
附
近
は
、
問
題
に
な
ら
ぬ
程
該

遣
跡
職
物
に
僅
少
で
あ
る
が
、
其
の
訪
欧
は
多
い
。
大
正
六
年
、
河

内
三
豊
登
見
の
人
骨
は
近
畿
附
近
の
み
な
ら
す
日
本
全
土
に
亘
っ

て
の
該
時
代
研
究
に
一
時
期
を
更
し
た
。
爾
來
地
白
附
近
の
遺
跡

も
頗
る
究
明
さ
れ
前
期
慧
跡
ε
目
さ
る
・
も
の
は
大
和
河
内
近
江

に
数
ク
所
山
城
丹
後
和
泉
に
鰻
掴
ク
所
等
に
止
っ
て
み
る
が
河
内

藩
府
は
該
時
代
に
於
け
る
層
大
集
群
地
で
あ
っ
て
將
さ
し
く
近
畿

地
方
の
首
府
に
値
す
る
。
次
で
後
期
慧
跡
は
各
所
か
ら
豊
窟
に
嚢

見
せ
ら
れ
就
中
、
大
和
河
内
を
最
ε
す
る
。
こ
れ
は
有
史
以
後
に

引
書
く
當
地
方
の
古
代
文
化
を
反
映
す
る
裾
短
ミ
見
ら
れ
る
。
叉

た
鋸
鐸
分
布
の
濃
厚
な
近
畿
附
近
は
該
時
代
牛
膝
S
密
接
な
關
係
，

を
有
す
る
も
の
で
な
か
ら
う
か
ミ
考
へ
る
。

　
朝
鮮
新
羅
の
古
境
ε
日
本
の
古
墳
　
　
　
梅
原
　
末
治
氏

　
日
本
及
び
南
鮮
に
て
嚢
掘
せ
ら
れ
た
重
要
な
古
墳
内
容
物
が
近

時
著
し
く
濡
者
密
接
な
關
係
を
示
現
し
て
み
る
こ
S
は
慶
州
金
冠

塚
、
金
鈴
塚
其
他
の
内
容
堅
物
が
示
し
て
み
る
か
こ
れ
に
反
し
爾

者
の
境
墓
．
築
管
に
湘
似
を
見
な
い
も
の
が
あ
る
。
師
ち
朝
鮮
の
も
，

の
は
其
の
包
藏
さ
る
』
。
棺
榔
が
多
く
地
卒
線
以
下
で
あ
る
に
反



も
h
本
の
そ
れ
は
封
土
上
に
包
藏
せ
ら
れ
て
る
る
。
此
の
事
實
は

日
本
の
境
築
が
葬
者
の
生
前
に
著
嘱
せ
ら
れ
て
あ
っ
た
、
こ
云
ふ
こ

ε
を
物
語
る
も
の
で
あ
ら
う
。

⑳
日
本
の
石
坪
に
就
て
文
漿
博
士
演
田
　
耕
作
氏

　
從
來
口
太
・
彫
…
刻
史
ミ
云
へ
ば
鰍
鋼
蔦
蔓
木
拙
氾
朔
霧
雨
乾
漆
造
等
に
伽
眼
ら

れ
石
造
彫
刻
は
支
那
朝
鮮
の
豊
富
な
¶
る
に
比
し
、
典
の
存
在
の
有

無
を
忘
れ
ら
れ
て
居
り
僅
に
近
畿
附
近
の
奈
良
春
日
山
中
、
同
＋

輪
院
笠
置
向
な
、
ご
が
代
表
せ
ら
れ
て
居
っ
た
に
脱
ぎ
な
か
っ
た
。

大
正
三
年
京
都
大
學
の
小
川
琢
治
博
士
が
九
州
豊
後
地
方
の
磨
康

佛
の
調
査
あ
っ
て
其
の
便
勉
を
認
め
ら
れ
爾
來
各
地
の
石
佛
の
存

雀
を
櫨
M
へ
ら
、
れ
就
中
，
下
野
｛
予
都
宮
附
…
滑
酎
大
谷
境
川
、
般
姻
城
相
馬
郡

輻
浦
在
の
も
の
は
豊
後
の
も
の
に
劣
ら
な
い
も
の
ミ
云
へ
る
。
此
、

等
の
巾
に
て
九
州
豊
後
附
近
の
も
の
は
考
古
學
研
究
報
告
第
九
冊

ミ
し
て
近
々
鵬
版
を
見
る
も
の
で
あ
る
が
其
の
分
布
は
大
分
市
附

近
，
臼
杵
町
深
田
，
大
野
郡
等
に
著
明
な
る
も
の
を
契
る
。
此
等

の
造
像
は
凝
灰
岩
を
封
象
ミ
す
る
こ
ざ
に
於
て
統
一
さ
れ
、
且
つ

其
の
加
作
が
木
彫
ぐ
」
異
る
な
き
を
示
し
て
み
る
。
眉
彫
の
年
代
は

　
　
　
第
十
巷
　
　
愈
　
　
報

其
の
様
式
に
於
て
特
殊
の
造
像
の
存
在
す
る
こ
「
こ
か
ら
し
て
恐
ら

く
字
数
傳
來
以
後
の
も
の
で
あ
ら
う
。

會

三管串

璽
寄
購
交
換
圖
書

堺
市
史
講
演
集

院
政
時
代
の
供
養
口
録

郷
土
愈
記
録
（
柳
田
國
男
編
）

海
南
小
記
（
柳
田
國
男
編
）

國
鰹
新
論
（
黒
坂
勝
美
薯
）

大
和
三
無
國
蜜
蝦
佛
（
上
田
三
野
編
）

東
洋
畢
報
　
一
五
の
一

望
藥
季
刊
　
一
の
四

佛
徴
研
卵
冗
　
山
ハ
の
〉
嚇

密
宗
學
報
　
一
四
〇
1
｝
四
三

商
業
ミ
経
濟
五
の
ご
・

　
　
　
　
　
　
　
　
第
三
號

　
　
　
堺
市
役
　
所

　
　
　
東
京
帝
霊
博
物
舘

　
　
　
大
岡
山
書
居

　
　
　
同
　
　
　
　
　
上

　
　
　
博
　
　
文
　
　
堂

　
　
　
飛
　
　
鳥
　
　
園

　
東
洋
協
會
黒
黒
調
査
部

　
　
　
國
立
北
京
大
學

　
大
谷
大
學
佛
教
研
究
含

眞
言
宗
京
都
大
饗
蒲
眞
會

　
長
崎
高
等
商
業
學
校
研
究
鯨

「
燭
一
　
（
闘
七
九
）



　
　
　
第
十
艇
　
為
”
　
報

史
學
難
誌
三
六
の
二
・
五
　
　
　
　
　
　
史
　
　
學
　
　
會

東
距
の
光
　
二
〇
の
三
　
　
　
　
　
　
　
　
束
　
距
　
協
‘
會

…
國
…
學
院
灘
勤
泌
　
十
四
」
牛
一
プ
三
・
四
・
六
　
　
　
　
　
國
一
學
院
大
義
・

　
　
　
な

龍
谷
大
學
込
剛
叢
　
　
二
六
〇
・
二
六
一
　
　
　
　
　
　
龍
谷
大
鳳
訴
剛
叢
肚

親
繕
上
人
研
究
　
四
二
・
四
三
　
　
　
　
　
　
梅
原
眞
隆
愛

甲
惣
　
三
月
號
　
　
　
　
　
，
　
　
　
東
洋
大
學
講
説
想
獲
行
所

人
類
學
同
誌
三
九
の
一
〇
i
一
二
・
四
〇
の
三
・
四
瀞
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
京
入
類
學
會

考
古
學
雑
誌
　
一
五
の
四
・
六
　
　
　
　
　
考
古
學
會

伊
豫
史
談
四
一
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
豫
史
談
會

史
三
四
の
二
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
田
史
學
會

歴
史
地
理
　
四
五
の
五
・
六
　
　
　
　
　
　
　
　
日
本
學
術
普
及
点

画
陰
史
蹟
一
の
扁
　
　
　
　
　
　
山
陰
史
蹟
協
會

弓
。
門
護
H
、
p
。
（
麺
報
）
ぎ
㌍
×
×
二
二
轟
　
　
　
　
　
℃
p
戸
昌
国
犀
。
叶

　
　
瞳
會
員
動
静

　
　
　
圏
入
　
　
　
會

静
岡
縣
立
日
付
中
學
校
　
　
　
　
　
　
　
田
中
友
次
郎
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
一
四
二
　
（
中
入
○
）

　
　
（
右
紹
介
者
　
十
河
三
脚
ハ
氏
）

長
野
縣
干
飯
駕
高
等
女
學
校
　
　
　
市
村
里
人
氏

　
　
（
看
紹
介
者
　
市
村
與
市
氏
）

東
都
市
外
田
科
村
安
朱
、
安
八
方
　
　
　
　
三
　
木
　
一
　
天
氏

　
　
（
宕
紹
介
者
　
横
地
得
三
氏
）

京
都
市
馬
町
通
東
山
西
λ
鐘
鱗
町
　
　
三
宅
宗
謙
氏

　
　
（
右
紹
介
者
　
三
浦
千
行
氏
）
　
　
　
　
、

京
都
帝
國
大
畢
文
學
部
史
學
科
學
生
　
　
　
今
石
一
＝
二
雄
氏

京
都
市
上
京
賑
岡
崎
眞
如
堂
前
町
九
、
鞭
田
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
　
　
直
　
幹
氏

大
阪
府
北
河
内
郡
守
口
町
瀧
井
五
〇
四
　
　
天
野
高
信
氏

　
　
ハ
右
紹
介
者
　
島
田
貞
彦
氏
）

東
京
市
外
大
崎
町
上
大
崎
二
九
八
　
　
　
　
松
　
田
　
薄
　
男
氏

東
京
市
牛
込
隈
束
五
軒
障
三
五
　
　
　
　
．
森
　
　
五
　
郎
氏

　
　
（
右
紹
介
者
　
三
島
扁
氏
）

東
京
市
外
下
戸
塚
五
二
〇
、
信
愛
墨
會
　
　
禺
　
浩
　
蜴
　
氏
氏

　
　
（
右
紹
介
者
．
津
田
左
右
吉
氏
）

麗
退
脅
…
奥
秀
太
郎
氏
、
樋
口
津
彌
太
郎
氏
、
山
本
辰
一
氏

⑳
死
亡
　
柳
貫
一
氏


